
　

明
治
22
年
の
市
町
村
制
に
基
づ
き
、

垂
水
村
・
牛
根
村
・
新
城
村
が
発
足
し

ま
し
た
。

大
正
13
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
垂
水
村

が
垂
水
町
と
な
り
、
昭
和
30
年
の
昭
和

の
大
合
併
に
よ
り
、
垂
水
町
が
新
城
村

と
牛
根
村
を
編
入
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
33
年
の
市
制
施
行
に
よ
り
現
在
の

垂
水
市
と
な
り
、
平
成
30
年
に
市
制
施

行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
垂
水
市
の
名
称
は
、
垂
水
城
（
元
垂

水
）
の
崖
下
に
、
岩
の
間
か
ら
清
水
が

滴
々
と
垂
れ
る
溜
水
が
あ
り
、
こ
の
辺

一
帯
の
唯
一
の
飲
料
水
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
有
名
と
な
り
、
こ
の
地
名
が
起

こ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

垂
水
市
は
、
大
隅
半
島
の
北
西
部
、

鹿
児
島
湾
に
面
す
る
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
県
都
鹿
児
島
市
と
大
隅
半
島
を
結

ぶ
海
上
陸
上
交
通
の
要
所
で
す
。
北
に

霧
島
市
、
西
に
桜
島
、
東
は
高
隈
連
山

を
境
と
し
て
鹿
屋
市
に
接
し
て
い
ま

す
。

　

面
積
は
、
約
1
６
２・
１
２
㎢
で
南

北
に
37
㎞
に
及
ぶ
海
岸
線
を
有
し
て
い

ま
す
。
地
目
別
面
積
で
は
、
市
の
面
積

の
77
％
を
森
林
が
占
め
、
宅
地
割
合
は

わ
ず
か
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
候
は
、
平
均
気
温
が
21
度
、
年
間

２
０
０
日
以
上
が
晴
れ
の
天
気
に
な
る

年
が
多
く
、
温
暖
で
暮
ら
し
や
す
い
気

候
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
つ
の
彩
り
豊
か
に

健
や
か
な
人
を
育
む
ま
ち 

垂
水

ご
あ
い
さ
つ

垂
水
市
長

　
　
尾
脇 

雅
弥

垂
水
市
の
沿
革

垂
水
市
の
位
置
・
地
勢

位置・地勢

９つのエレメント（要素・素材）
１　自然
２　歴史
３　３つの拠点
４　地域振興（９つの彩り）
５　産業
　　　祭り
　　　農林業　　
　　　水産業
　　　商工業
６　保健・福祉
７　生活
８　教育
９　議会・行政
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垂
水
市
は
鹿
児
島
県
大
隅
半

島
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
恵
み

豊
か
な
錦
江
湾
と
優
美
な
桜
島

を
目
の
前
に
望
む
緑
豊
か
な
ま

ち
で
す
。

錦
江
湾
沿
い
の
美
し
い
海
岸

線
、
自
然
が
多
く
残
る
高
隈
の

山
々
、
神
秘
的
な
景
観
の
広
が

る
猿
ヶ
城
渓
谷
、
春
に
ツ
ツ
ジ

が
一
面
に
咲
く
高
峠
つ
つ
じ
ヶ

丘
公
園
な
ど
豊
か
な
自
然
が
数

多
く
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
大
地
と
海
を
生
か

し
た
特
産
物
、
豊
富
な
水
を
利

用
し
た
焼
酎
や
飲
む
温
泉
水
な

ど
の
特
産
品
が
数
多
く
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
北
に
「
道
の
駅
た
る

み
ず　
湯
っ
足
り
館
」、
中
央
の

猿
ヶ
城
渓
谷
に
「
森
の
駅
た
る

み
ず
」、
そ
し
て
、
南
に
「
道

の
駅
た
る
み
ず
は
ま
び
ら　
た
る

た
る
ぱ
あ
く
」
の
３
ヶ
所
の
交

流
拠
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
豊
か
な
自
然
や
地

域
資
源
な
ど
の〝
地
域
の
宝
物
〟

を
未
来
の
垂
水
へ
つ
な
い
で
い

く
た
め
、「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」、

「
次
世
代
の
担
い
手
を
育
成
・

支
援
す
る
ま
ち
」、「
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、

「
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
次
世

代
に
受
け
継
ぐ
ま
ち
」
を
目
標

に
掲
げ
、市
民
、地
域
、事
業
者
、

行
政
な
ど
が
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
、
平
成
30
年

に
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
垂
水

の
彩
り
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
こ
の
市
勢
要
覧
を
発

刊
い
た
し
ま
す
。

先
人
が
育
ん
で
き
た
垂
水
の

〝
地
域
の
宝
物
〟
を
さ
ら
に
磨

き
、
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
本

市
の
将
来
像
「
九
つ
の
彩
り
豊

か
に　
健
や
か
な
人
を
育
む
ま
ち　

垂
水
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。　  　

平
成
31
年
３
月
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市の木

　　  牛根松

市の花

　　   高峠つつじ


